
  千葉県の令和４年度当初予算中の「住宅用設備等脱炭素化促進事業」の概要について 

 

とりまとめ：秋葉就一  

 

★新規導入：電気自動車                 ⇒  １０万円または１５万円  

Ｖ２Ｈ（可搬型外部給電器）⇒   １０％または２５万円の低い方  

 

※いずれも自宅に太陽光発電設備がある場合のみ。  

 

 

★拡充：燃料電池（エネファーム）については、停電時自立運転機能ありは倍の１０万円  

 

 

★後退：家庭用蓄電池の補助単価が１０万円から７万円に低下。  

  

 

★大後退：太陽光発電設備そのもの補助対象外に   

※ 千葉県が代わりに導入したのが、県による予算措置を伴わない太陽光発電設備等共同

購入支援事業  

 

●千葉県内の市町村で２０２２年度も市の財源で太陽光発電設備への補助を継続している

市町村について（１４市５町）  

 

千葉市  

 

市川市・船橋市・市原市・流山市・浦安市・成田市・我孫子市・鎌ケ谷市・茂原市・旭

市・君津市・匝瑳市・香取市、  

 

酒々井町・神崎町・多古町・東庄町・芝山町  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



千葉県調査による、太陽光発電設備等共同購入支援事業の導入ずみの都道府県等  

 

ヒアリング実施者：秋葉就一  

２０２２年５月  

回答担当課：千葉県環境生活部温暖化対策推進課  

電話番号：０４３－２２３－４６４５  

 

  県の温暖化対策推進課が把握している、「太陽光発電設備等共同購入支援事業」導入済み

の都道府県・政令市は１０団体。他に伊丹市も導入している。  

 

 

１．２０１９年度～：神奈川県  

２．２０２０年度～：大阪府  

３．                大阪市  

４．                京都市  

５．                熊本県  

６．２０２１年度～：北海道（一部のみ）  

７．                岩手県  

８．                群馬県  

９．                長野県  

１０．               神戸市  

 

一般市の例：伊丹市  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



県庁舎照明のLED化事業 【新規】

二塁登負担盆盗」聾墨Π狂玉L

1 事業の目的 口概要
省電力化により脱炭素社会の実現に貢献するとともに、財政負担の軽減を図るため、

県庁舎の照明をリース方式によリー括してLED化 します。

【経済効果見込み】

(県庁舎をLED化した場合の15年間換算の見込み)

1_

県庁舎の電気料金
+蛍光灯修繕費
740,516千 円

電気料金十
蛍光灯修繕費の
削減分
553,680.千円

リース料
(10年分)※

538,477・千円

削減額との差額

15,203千 円分の

費用が削減可能

LED化後の

電気料金
186,836・千円

現状              LED導 入後 (15年間)

※リース後の所有権は県に帰属する契約とし、耐用年数 15年まで使用する想定

【二酸化炭素排出量削減見込み】

約 764ト ン/年 (約 1,164ト ン→約 400ト ン)

2 事業内容
[対象施設]本 庁舎、中庁舎、南庁舎、議会棟
[照明灯数]26,587個 (う ちLED化 済み 595個 )
[スケジュール (想定)]

令和 4年 4月 ～9月      契約手続き、現場確認等
令和 4年 10月 ～令和 5年 3月 各庁舎設置作業

担当課・問い合わせ先

総務部管財課

043-223-2099
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県立学校照明器具LED化事業 【新規】

予算額 156,000千円

1 事業の目的・概要
電気料金や∞2の削減を図るため、学校の照明器具をリースによりLEDに切 り替え
ます。令和 5年度からのリースによる切 り替え実施に向けて、令和 4年度は、既存照明
の設置状況等の調査を実施します。

【経済効果見込み】

(県立学校156校の対象教室をLED化した場合の10年間換算の見込み)

973, 千円
｀

1_…
…

現状 LED導入後 (10年間)

2 事業内容
(1)整備対象校
長寿命化対策事業においてLED化 を実施する 11校を除いた、高等学校 119校、
特別支援学校 35校、中学校 2校の計 156校
(2)整備対象室
照明使用時間が長く、電気料金削減額がリース料金を上回ると想定される部屋

(普通教室、事務室、校長室、職員室、保健室等)

(3)整備方法
令和 5年度から令和 8年度までの 4年間に分割 し、地域ごとの一括発注により
10年間のリース契約を締結し整備を進めます。
全不里二笠慶 1室、_二4正三E」上菫≧室曇整2_こ二生奎1ニユ∠壁L≧上 金=盗整幽 2』壼上坦≦笙f菱」聾型 L笠
壁 巴壁 塑二二 E∠L上
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幽 2肇塾 旦 甕聾 盤 笙 ■董 旦整蛮 誼 甕 迦 上二 九 _

(調査内容)

・各学校の照明の設置状況 (照明台帳の整備、写真撮影)

・図面の作成
。電気容量の減少計算、分電盤の回路確認等

担当課・聞い合わせ先

教育庁企画管理部教育施設課 043-223-4158

へ
↓γ

Ｆ
ト
ト
Ｌ

+
1,066,464千 Fl

電気料金の
削減分

リー

(156校 10年分)

817、

"0千
円

対象室の

電気料金

1,675,845千 円

LED化後の

電気料金
609,381 =F円

削減額との差額

92,484千円分の

費用が削減可能

調査委託料

156,000千 円
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公用車における電動車等の導入

1 事業目的・概要

脱炭素社会の実現のため、県自らの率先した取組として、令和 3年 10月 に「千葉県

公用車の電動車
(※)導
入方針」を策定し、2030年 度までに県の公用車全体を電動車に

するという目標を定めました。同方針に基づき、令和 4年度の公用車の更新に当たって

は、原則ハイブリッド自動車を導入 します。また、率先導入による普及促進を図るため、

電気自動車やプラグインハイブリッド自動車を一部所属に導入します。

′
|

i

ヒ

(※)電動車 :電気自動車 (EV)、 プラグインハイブリッド自動車 (PHV)、
燃料電池自動車 (「 CV)、 ハイブリッド自動車 (HV)

ヽ

」
2 事業の内容

(1)ハイブリッド自動車の導入 182,483千 円

知事部局 (出先機関を含む)における公用車の更新に際 し、計 142台のハイ

ブリッド自動車を導入します。

(2)電気自動車及びプラグインハイブリッド自動車の導入 3,騨1千円

○合同庁舎への電気自動車の導入 (リース)

○環境研究センターヘのプラグインハイブリッド自動車の導入 (リース)

印格合同庁舎 (印藩地域振興事務所)に EVを 1台、環境研究センターにPHVを

1台導入し、通常業務のほかイベント等で活用し、県民へのPRを行います。

○普通充電器の設置・可搬型外部給電器の導入

上記導入箇所に充電器を併せて設置します。

また、EVを移動式電源として活用できるよう

可搬型外部給電器を購入します。

担当課・問い合わせ先

環境生活部大気保全課

043-223-3558
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【県 (本庁合)で保有する電気自動車】

予算額_」 86,024千円

Ｆ
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住宅用設備等脱炭素化促進事業 【一部新規】

予算額 338,000千 円 (R3 3oQ∞ 0千円)

1 事業の目的 口概要
家庭における地球温暖化対策の推進に加え災害時における電源の確保を図るため、

家庭用の燃料電池 (エネファーム)や蓄電池などの導入経費について、市町村と連携
して助成を行います。また、二酸化炭素排出量の削減効果がある電気自動車生∨2H
本 桁 雷 妻 結 rじI下 「V2H らヽ^)※存 :群■ にlル し 動 成対 象 カロテ、家庭における地球

温暖化対策及び電力強靭化の一層の推進を図ります。

※電気自動車等で蓄えた電力を家庭で使用するための設備

2 事業内容
県補助金を活用して、市町村が脱炭素化に向けた住宅用設備等を導入する住民の方に

補助金を交付します (市町村により補助対象設備は異なります。)。

3 補助対象
○燃料電池 (エネファーム)

都市ガス等と空気から電気とお湯を作 り出す、エネルギー効率の

高い家庭用のシステムです。

【補助単価】 10万円 (停電時自立運転機能あり)
5万円 (上記以外)

○家庭用蓄電池

ためておいた電気を昼の電力需要ピーク時や太陽光発電のできない

夜間に使用したり、災害時に使用できます。

【補助単価】 7万円

○窓の断熱改修

夏場の熱流入、冬場の熱流出の主な要因である窓を改修し、

断熱化を行います。

【補助単価】補助率 1/4(上限 8万円)

○太陽熱利用システム

太陽の熱で水や空気を温め、給湯や暖房に利用するシステムです。

【補助単価】 5万円

担当課・問い合わせ先

環境生活部循環型社会推進課

043-223-4132

、ヽ・  ■■

○電気自動車 EV2H【新規】
太陽光発電設備がある場合に、再生可能エネルギー電力

を電気自動車で使用したり、災害時や夜間に、V2Hを
活用して、電気自動車にためた電力を住宅で使用できます。

【補助単価】電気自動車 15万円 (V2Hあ り)
10万円 (V2Hな し)

V2H   補助率 1/10(上 限25万円)

電気自動車

V2H

.十●●■●■
ヽL

ロ`ル
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>環境二壼奎ゴくユ >環境 >艶球温暖生対象 >太陽光発鰊 同購入支援事業

更新目 :令和4(2022)年 4月 28日

ア

太陽光発電設備等共同購入支援事業

ページ番号 :498079

千葉県では、平成28年に策定した「千葉県地球温暖化対策実行計1画l:こより、再生可能エネルギーの活用、省エネルギーの促進を進めて

きました。さらに、令和3年2月に「2050年二酸化炭素排出実質ゼロ宣言」を行い、「オール千葉」で脱炭素社会の実現を目指していくた

め、一層の地球温暖化対策を推進していくこととしたところです。

そこで、太陽光発電設備及び定置用リチウムイオン蓄電システム (太陽光発電設備等)の購入を希望する県民や事業者を募り、一括して

発注することによるスケールメリットを活かした価格低減を促し、太陽光発電設備等の更なる普及拡大を図ることを目的とした共同購入支

援事業を実施します。

Iお知らせ

露:玉:甕:製1誂発:覇 :圏:釜!圭 |コ:鰹i込屋:」】甕 業:Gι動 量:=:2墜:こ

事業の内容

本事業は、太陽光発電設備の購入希望者を募り、スケールメリットを活かした価格低減を促し、太陽光発電設備等の普及拡大を図る事業です。
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支援事業者の募集について

県と協定を締結し本事業を実施する支援事業者を以下のとおり決定しました。

・ 塗』E]4`E」菫_」ヨ三二塁邑呈』kE易を光う目豊露i玉≧握奎三」ヨl[]』霊入二菫圭登雲菫豊1_≦Z2塞壺二1二螢」こ立」匿肇≡業i豊室Cじ去庄]二二とし1[(1

・ 全狙4f三震L_II璽ヨ星ニム陽光発[温設備笠1」こ巨LttL2ゝ :支」暖墨業」_g2実1色上こ£望lZttLttL腱襄ビ業L当企画圭是塞_(E2:旦パ
==二
』:としa_メ22墓集1ニニ≧立】コζl

共同購入への参加者募集 |こついて

太陽光発電設備及び蓄電池の共同購入への参加者の募集を開始します (令和4年4月 26日から)

o iE三嚢振じ太陽i光5:ば霊設」蔵雷三襲Eじ蓮込[言こ圭覆建護ЁttZ2実」1饉二12Lど【1

お問い合わせ

所属課室 :環境生活部温暖化対策推進訳企画調整班

竃鑑話番号 1043-223-4645

ファックス番号 :043-224-2330

メールでお問い合わせ

11111■

111011



千葉県

①公募も選定

②協定締結

⑥施工事業者の選定
(入札)

'C)購入希望。登録

支援事業者
(県の公募により選定)

施工事業者
(支援事業者が入札により選定)

Q広報   l
O購入希望者

I

募集   ↓ |

③広報 ⑫工事契約の締結
設備の設置

(県民だより・ ‖Pな ど)

県民等
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ユニ△>環境二重互ゴ≦ユ>量塩 >地球温鐘生対菫 >太陽光翌箋劃蔵艶」:瑚i狂2に,塞:登言豊美>令和4年度「千葉県太陽光発電設備等共同購入支援事業」の実施に

係る支援事業者の決定について

更新日 :令和4(2022)年 4月 8日                                                  ページ番号 :501974

/
令和4年度「千葉県太陽光発電設備等共同購入支援事業」の実施に係る支援事業者の決定

について

令和罐   「千葉県太陽光発電設備等共同購入支援鞘 :こ係る企画提案を募集したところ、2件の応募がありました。

応募のあつた企画提案について、選考審査委員会で審査ヒ 最優秀提案者を決定しましたのでお知らせします。

1月署費名

千葉県太陽光発電設備等共同購入支援事業

2.募集期1間

令和4年2月3日 (木曜日)から令租4年3月2日 (水曜日)まで

3道拷藩査委 1員会

令和4年3月 17日 (木曜日)開催

4.審査結果

応募件数 :2件

最優秀提案者 Iアイチューザー株式会社

お問い合わせ

所属課室 :環境生活堅温竪生対董推進課企画調整班

電話番号 1043-223-4645

ファックス番号 1043-224-2330

メールでお問い合わせ

千葉県庁
〒260-8667千葉市中央区市場町 1-1

電話番‐号 :043-223-2,10 (代表)

法人番号 :4000020120006
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